
主催者 中田哲也
ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」 主宰 https://food-mileage.jp/ 

（１）日 時 ：2026年9月24日（木）19時～21時

（２）開催方法：オンライン（zoomを使用）、参加費1000円

（３）申込み ：以下（又は右のQRコード）からお申し込みください →
https://peatix.com/event/5074739

（申し込んで下さった方には、後日、アーカイブを配信予定）

なお、Peatixを使用されない方は以下から連絡下さい。別途、対応させて頂きます。
拙ウェブサイトより：https://food-mileage.jp/contact/
メール：tetsuya.nakata913（アットマーク）gmail.com

（４）募集定員：80名（先着順）

（５）内 容 ：主催者によるフォーラムの趣旨等の説明 10分程度
ゲストによるお話 1時間20分程度
質疑応答・意見交換 30分程度

熊本県山都町（やまとちょう）は九州の中央部、阿蘇カルデラの南麓に位置します。水不足に悩まさ
れていた白糸台地は、江戸時代後期に通潤用水（石造りのアーチ橋・通潤橋は2023年に国宝に指定）が
開削されたことによって豊かな農業地帯に変貌し、現在も美しい棚田や里山の景観が目を楽しませてく
れます。また、有機農業が盛んな地であることもあって、豊かな生態系が維持・保全されています。
しかし現在、ここでも農業者の高齢化が進むとともに、耕作されない農地が増加しつつあります。こ

のままでは地域の農業生産のみならず、景観や生物多様性の維持の面でも支障が生じかねません。さら
に本年7月28日には、最大震度7を記録する地震にも見舞われました。
今回は、この地において有機農法でお茶を栽培しつつ、地域のリーダーとして子どもたちによる生き

物調査や都市部の消費者との交流活動にも積極的な取り組んでこられた下田美鈴（しもだ・みすず）さ
んに、地域の現状と課題についてお話を伺い、参加者の皆様との間で意見交換したいと思います。
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第13回 食と農の未来フォーラム

有機農業、生物多様性、そして震災からの復興（仮題）

ゲスト：下田美鈴（しもだみすず）さん

（2018.1、日本評論社）

【下田美鈴さんのプロフィール】
山都町（旧矢部町）生まれ。40年にわたり有機農業（下田茶園）を実践する傍ら、地元におけ

る図書館の設立と館長就任、女性の会の立ち上げ、棚田の保全と子どもたちによる生きもの調査、
国宝となった通潤橋についての理解促進（絵本作成等）、学校給食への地元農産物の導入等に取り
組み。2016年及び26年の熊本地震からの復興に際しても地域のリーダー的存在として尽力。
また、30年にわたりNHKラジオ「あさイチ」に出演。



【第1回】2025年6月30日（月）開催趣旨等について中田から説明と意見交換 →
 （概要）https://food-mileage.jp/2025/07/04/blog-587/
 

←【第2回】 7月23日（水）ゲスト：大友 治さん
「米は田んぼだけで作られるのではない 稲作が生産するのは米だけではない」
（概要）https://food-mileage.jp/2025/07/27/blog-592/

【第3回】 8月26日（火）ゲスト：鈴木純子さん →
「原発被災地でオーガニックコットンを育て「続け」ること」
（概要）https://food-mileage.jp/2025/08/30/blog-598/

←【第4回】 9月20日（土）ゲスト：榊田みどりさん
「都市住民こそ他人事じゃない！ 私たちの食べものは大丈夫？」
（概要）https://food-mileage.jp/2025/09/25/blog-602/

 

【第5回】10月27日（月）ゲスト：佐久間 建さん、藤崎美智子さん →
「ハンセン病問題を基礎から学び、
紙芝居『わたしの命の物語』から生きやすい社会について考える」
（概要） https://food-mileage.jp/2025/11/02/blog-608/

 

←【第6回】11月25日（火）ゲスト：高橋美香さん（パレスチナ料理店 Bisanでリアル開催）

「パレスチナの家族の今」（パレスチナ料理店でリアル開催）
（概要） https://food-mileage.jp/2025/11/28/blog-610/

【第7回】2026年1月31日（月）ゲスト：冨澤太郎さん →
「限界を迎える限界集落－消えつつある自給自足の農と里山暮らし」
（概要） https://food-mileage.jp/2026/02/06/blog-622/

  

←【第8回】2月17日（月）ゲスト：釘島浩子さん
「日本人ファースト」って？『武士の娘』から考える」
（概要） https://food-mileage.jp/2026/02/24/blog-627/

 

【第9回】3月28日（土）ゲスト：菅野芳秀さん（東北支援トレジオン・ポートとハイブリッド開催）

「令和の百姓一揆2026 食といのちの自給圏を創り出すためには」 →
（概要） https://food-mileage.jp/2026/04/08/blog-633/

←【第10回】5月28日（木）ゲスト：行友 弥さん
「全村避難から16年目の飯舘村～原発事故からの『復興』のリアル」
（概要） https://food-mileage.jp/2026/06/04/blog-647/

【第11回】6月30日（水）ゲスト：大村美香さん
「私たちの｢食｣の現在地～食の簡便化、フードテック、食料安全保障～」→
（概要） https://food-mileage.jp/2026/07/13/blog-655/

←【第12回】7月22日（水）ゲスト：三原由起子さん
「原発事故被災地の今～ふるさと・浪江町に寄せる歌人の想い～」
（概要） https://food-mileage.jp/2026/07/30/blog-659/

（参考）食と農の未来フォーラムについて

これまでの開催実績

現在、食と農は様々な深刻な課題に直面していますが、これらの多くは「食（食卓、消費者、都市）と農（産
地、生産者、農村）の間の距離」が離れてしまっていることから生じています。
私たちは、食べものの生産に携わっている方たちへの敬意、食べものを生み出している自然や環境への畏敬を、
取り戻さなければなりません。
本フォーラムは、都市の一般市民（消費者）の方々を主な対象として、食と農の現場の実情と課題を身近に感
じ、自主的な行動変容につなげて頂くことを期待して、毎月1回程度、「現場」に精通しているゲストをお招き
して開催しています。
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